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神鋼病院理念

基本方針

１．患者さんの立場にたった｢あたたかい｣
　　医療を提供します。

２．個人の尊厳と生活の質を重視した
　　医療を実践します。

３．より良い医療を提供するために、
　　常に学・技の研鑽に励みます。

４．全ての領域における医療安全に
　　最大限の注意を払います。

５．快適で清潔な医療環境の構築に
　　努力します。

地域医療に貢献し、

信頼される病院を目指します。

医療法⼈社団 神鋼会 神鋼病院

Information 1

がん地域連携パスへのご参加のお願い

・乳腺科「2012年乳がんピンクリボン
　　　　　　　　　　　月間をむかえて」

・特集「循環器内科」

・特集「脳神経外科」

・インフォメーション

　1．放射線治療専門放射線技師のご紹介

　2．がん地域連携パス参加のお願い

　3．講演会のご案内

　平成23年６月に兵庫県指定がん診療連携拠点病院の指定を受け、質の高いがん医療を提供できるよ

う、診療機能の充実と体制作りを目指しております。がん診療の連携についてご理解・ご協力と、がん地

域連携パスへのご参加をよろしくお願い申し上げます。
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乳
が
ん
月
間
の
10
月
が
め
ぐ
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
各
地
で
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
運
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
乳
が
ん
の
早
期
発
見

・
早

期
診
断

・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を

伝
え
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
「
乳
が

ん
の
関
心
を
高
め
、
検
診
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
啓
発
す
る
」
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
は
、
本
邦
に
お
い

て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
医
療

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
我
が
国
に
お
け

る
乳
癌
罹
患
率
の
著
し
い
増
加
と

死
亡
率
の
上
昇
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
乳
が
ん
は
女
性
の
癌
で
最
も

高
い
罹
患
率
を
示
し
、
日
本
人
女

性
16
名
に
１
人
が
罹
患
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
20
年
後
に

は
、
欧
米
並
み
の
８
人
に
１
人
の
割

合
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の
効
果
に
よ

り
、
乳
が
ん
は
他
人
事
で
は
な
い
、

身
近
な
疾
患
と
し
て
認
識
さ
れ
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

神
鋼
病
院
乳
腺
セ
ン
タ
ー
で
も
、

乳
が
ん
手
術
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
過
去
７
年
間
で
１
２

４
３
例
の
手
術
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
１
・
２
）
。

　

40
代
が
著
し
く
多
い
わ
け
で
は
な

く
、
特
長
と
し
て
50
代

・
60
代
の

早
期
発
⾒
の
た
め
の
診
断

京都大学大学院　平成11年卒業
・日本乳癌学会認定医
・日本外科学会認定医・専門医・指導医
・日本消化器外科学会認定医・専門医・指導医
・マンモグラフィ検診精度
　　　管理中央委員会読影認定医
・日本臨床腫瘍学会暫定指導医
・日本癌治療認定医機構暫定教育医

乳腺センター長

山神　和彦
Kazuhiko Yamagami

方
の
増
加
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
全

国
的
に
も
閉
経
後
の
罹
患
率
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
の
乳
が
ん
死
亡
数

の
概
数
は
１
２
，
７
３
０
人

（
厚
労

省
人
口
動
態
統
計
２
０
１
２
年
よ

り
）
で
し
た
。
死
亡
率
は
欧
米
医

療
先
進
国
で
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
依
然
増
加
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
原
因
の
一
つ
と
し

て
、
日
本
に
お
け
る
乳
が
ん
検
診

率
が
低
い
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の
最
大
の
目
的

は
、
検
診
率
を
上
げ
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
す
。

　

乳
が
ん
の
病
期
は
、
浸
潤
癌
か

非
浸
潤
癌
か
に
大
き
く
分
け
る
事

が
で
き
ま
す

（
図
１
）
。
遠
隔
転
移

Information 2

神鋼病院乳腺科では、2012 年９⽉より腹臥位式ステレオガイド下マンモトームを導⼊いたしました。
これにより、神⼾地区での早期乳がん、特に⾮浸潤がんの診断率を上げたいと考えています。
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ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動

⽇
本
の
乳
が
ん
の
近
年
の
特
徴

2012 年
乳がんピンクリボン月間をむかえて
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グラフ１ 過去５年間の⼿術症例数

グラフ２ 過去７年間の年齢別⼿術症例数

Information 3

講演会のご案内

□ 日　時：平成24年10月18日（木）18時30分～20時30分
□ 場　所：呼吸器センター・管理棟 5階　大会議室（神戸市中央区脇浜町1-4-47   TEL(078)261-6739）
□ 演題１：『脳血管障害の外科的治療』
  神鋼病院脳神経外科 部長　  上野 　泰
□ 演題２：『神鋼病院における最近のトピック』
  神鋼病院地域医療連携室　浅田 圭輔
□ その他：・講演会の後、懇親会を設けております。是非ご参加下さい。
    ・日本医師会生涯教育講座認定単位　２単位申請しております。

■ 第18回　中央区･灘区･東灘区医師会―神鋼病院交流会

※ 詳細につきましてはホームページをご覧ください

放射線治療専門放射線技師のご紹介

　今回、放射線治療専門放射線技師（日本放射線腫瘍学

会、日本放射線技師会、日本放射線技術学会の３団体に

より審査、認定）の資格を取得しました。

　現在、がん治療では手術、抗がん剤治療、放射線治療

が三大治療として確立され、がん治療の中心となっていま

す。この中でも放射線治療は治療機器の進歩と共に近

年、ＱＯＬ（生活の質）を下げない治療法として、期待され

るようになっています。それと同時に、放射線技師の果た

す役割も増しており、専門的な知識と技術を高め、高度な

船溪　拓郎
Takuo Funatani
放射線センター放射線治療室

放射線治療を円滑に行うことが求められています。

　当院でも放射線治療室が発足して９年目に突入しましたが、平均年間約350名の治療を行っていま

す。そして、これからもこの数は増加していくものと思われます。今後も安全性と快適性を高め、より的確

な放射線治療を行っていける様、学会やセミナーに積極的に参加し、技術・知識の向上に努めていきた

いと考えています。

Radiotherapy Technologist





　

虚
血
性
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
の
ト
リ

ガ
ー
は
、
ア
テ
ロ
ー
ム
硬
化
性
プ

ラ
ー
ク
の
破
綻
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
血
小
板
に
富
む
血
栓
が
動
脈
を

閉
塞
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
つ
ま

り
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
で
す
。

　

形
成
さ
れ
た
血
栓
が
閉
塞
性
の

場
合
、
冠
動
脈
、
脳
血
管
、
あ

る
い
は
末
梢
血
管
に
お
い
て
急
性
の

虚
血
性
症
候
群
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
血
栓
が
非
閉
塞
性
の
場
合
は
、

虚
血
性
症
候
群
の
発
生
は
一
過
性

で
す
。
た
だ
し
血
栓
の
形
成
は
臨

床
所
見
と
し
て
現
れ
な
い
場
合
で

も
、
常
に
形
成
と
消
退
を
繰
り
返

し
て
い
る
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、

プ
ラ
ー
ク
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

　

ま
た
、
形
成
途
中
の
血
栓
か
ら

凝
集
し
た
血
小
板
が
小
凝
集
塊
と

し
て
飛
来
し
、
末
梢
血
管
閉
塞
な

ど
の
急
性
反
応
を
き
た
し
ま
す
。

当院では、総合内科、循環器内科、糖尿病代謝内科、脳神経外科など複数の専⾨診療科が連携をとり、
アテローム性動脈硬化症およびATIS に対して治療に取り組んでおります。

　

ア
テ
ロ
ー
ム
性
の
動
脈
硬
化
症
は

種
々
の
虚
血
性
疾
患
を
引
き
起
こ

す
プ
ラ
ー
ク(

粥
状
動
脈
硬
化
巣)

の
破
綻
に
つ
な
が
る
重
要
な
病
態
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
血
栓

症
を
併
発
し
て
い
ま
す
。
動
脈
硬

化
巣
に
形
成
さ
れ
る
血
栓
は
、
冠

動
脈
や
脳
動
脈
、
末
梢
動
脈
で
も

同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
惹
起
さ
れ
、

心
筋
梗
塞
や
虚
血
性
脳
血
管
障

害
、
冠
動
脈
疾
患
、
末
梢
動
脈

疾
患
を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、

近
年
こ
れ
ら
の
疾
患
は
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
（
ア

テ
ロ
ー
ム
血
栓
症

・ath
ero

th
ro

m
b

o
sis)

と
し
て
一
括
し
て
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　アテローム性血栓症の重要性

アテローム性動脈硬化症 ATIS（アテローム⾎栓症）

安定狭⼼症 /間歇性跛⾏

・不安定狭⼼症
・⼼筋梗塞
・脳梗塞 /TIA
・末梢動脈疾患
・間歇性跛⾏
・⼼⾎管死

⾎流⾎流⾎流

⼩凝集塊プラーク破錠 微⼩⾎管の閉塞

古典的リスクファクター
肥満、家族歴、脳⾎管梗塞の既往

糖尿病
ライフスタイル
⼼房細動

ホモシステイン⾎症
⾼脂⾎症
⾼⾎圧

凝固亢進状態
性別
年齢

ＡＴＩＳ（アテローム⾎栓症）の既往
⼼筋梗塞
脳⾎管障害
不安定狭⼼症
ＴＩＡ

安定狭⼼症
末梢動脈疾患

新たなリスクファクター
プロトロンビン因⼦の上昇：

フィブリノゲン、ＣＲＰ、PAｌ-1
ＡＢｌの減少
ＩＭＴの上昇
遺伝的要因

主 要

リスクファクター

様
々
な
疾
患
を
引
き
起
こ
す

ア
テ
ロ
ー
ム
⾎
栓
症

ATIS Atherothrombosis 

全
⾝
性
か
つ
進
⾏
性
の

発
⽣
過
程

⼩
凝
集
塊
が
微
⼩
⾎
管
を
閉
塞

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
起
因
す
る

全
⾝
の
臨
床
症
状

⾎
管
造
影
装
置
の
新
設

図１ アテローム性動脈硬化症からATIS への進展

図２ プラークの破綻と⼩凝集塊の剥離

図３ ハイリスク患者とは

今回、新規導⼊したフラットパネル式⾎管造影装置

関西医科大学　平成14年卒業
日本内科学会認定医および指導医

循環器内科　医長

新井　堅一
Kenichi Arai

　

ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
を
基
盤

と
す
る
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
形
成
途
中

の
血
栓
に
凝
集
し
た
血
小
板
塊
が

剥
離
し
て
小
凝
集
塊
と
な
り
、
微

小
血
管
を
閉
塞
さ
せ
る
こ
と
が
、

画
像
所
見
上
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ー
ク
破
綻
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
た
血
栓
か
ら
の
小
凝
集

塊
の
剥
離
は
数
時
間
か
ら
数
週
間

続
く
こ
と
が
あ
り
、
微
小
血
管
の

閉
塞
か
ら
心
不
全
や
脳
血
管
性
痴

呆
に
至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
、
血
栓
の

形 

成
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら

飛
来
し
た
小
凝
集
塊
が
塞
栓
と
な

り
得
る
点
で
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
、
冠
循
環
系
、
脳
循

環
系
か
ら
末
梢
循
環
系
ま
で
、
全

身
の
血
管
に
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
血
管
病
変
で
す
。
冠
動
脈
に

お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
、
急
性
冠
症
候

群

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
： a

c
u
te

 C
o
ro

n
a
ry

 

S
yn

d
ro

m
e

）
の
原
因
に
、
脳
動
脈

に
お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
、
一
過
性
脳

虚

血

発

作

（
Ｔ
Ｉ
Ａ
：T

ran
sien

t 

Isch
em

ic A
ttack

）
や
脳
梗
塞
の

主
要
な
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

末

梢

動

脈

疾

患

(

Ｐ
Ａ
Ｄ : 

P
eripheral A

rtery D
isease)

で
は
、

間
歇
性
跛
行
や
虚
血
性
壊
死
、

四
肢
損
失
に
つ
な
が
る
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
５
年
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
る
と
、
本
邦
に
お
い
て
、

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
関
連
死
が
悪
性
新
生
物
を

抜
い
て
死
亡
の
原
因
の
１
位
と
な
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
循
環
器

内
科
医
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
医

師
に
と
っ
て
ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬

化
症
と
そ
れ
に
起
因
す
る
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

を
い
か
に
制
圧
す
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
神
鋼
病
院
で
は
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
社
の
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
式
血
管

造
影
装
置
の
最
新
器
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
周
辺

機
器
に
お
い
て
も
各
種
最
新
の
ス

ペ
ッ
ク
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
確
実
で
安
全
な
血
管
内
治
療

が
実
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

従
来
式
の
血
管
造
影
装
置
で
は
Ｘ

線
の
照
射
方
式
の
特
性
の
た
め
、

実
際
の
血
管
の
大
き
さ
と
造
影
上

の

「
見
か
け
上
の
大
き
さ
」
が
若

干
異
な
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
。
従
っ
て
、
特
に
血
管
内

治
療
に
お
い
て
は
こ
の
特
性
や
、
血

管
造
影
器
の

「
個
性
」
を
熟
知
し

た
う
え
で
治
療
を
行
う
必
要
性
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ッ
ト

パ
ネ
ル
式
血
管
造
影
装
置
で
は
そ
の

問
題
が
完
全
に
解
決
さ
れ
、
さ
ら

に
解
像
度
も
格
段
に
改
良
さ
れ
る

た
め
、
正
確
か
つ
詳
細
な
血
管
の

解
剖
学
的
走
行
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

当
院
の
通
常
の
冠
動
脈
造
影
で
は

造
影
剤
は
50
㏄
未
満

（
平
均
30
㏄

前
後
）
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
（
造

影
Ｃ
Ｔ
は
１
０
０
㏄
の
造
影
剤
が
必

要
）
、
新
機
種
の
導
入
に
よ
り
更
に

減
少
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま

た
被
ば
く
線
量
も
低
減
で
き
る
た

め
、
よ
り
低
侵
襲
な
検
査
が
実
現

さ
れ
ま
す
。

　

新
機
種
の
導
入
に
よ
り
、
血
管

疾
患
に
対
す
る
治
療
も
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
到
達
し
た
と
考
え
ま
す
。

内
科
的
治
療
も
含
め
て
、
す
べ
て
の

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
動
脈
硬
化
性

疾
患
の
制
圧
お
よ
び
予
後
の
改
善

を
目
指
し
て
日
々
診
療
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

循環器ホットライン

070-6500-7555
循環器疾患の救急症例について、24 時間
対応の循環器ホットラインを整備しており
ますので、お気軽にご相談ください。
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◆脳卒中直通コール･相談窓⼝
  ０８０-４６１３-６２３８
  ０８０-４６５３-９５３１
◆脳卒中相談メール
  nouge1@shinkohp.or.jp

　

脳
の
中
｜
小
動
脈

（
径
１
～
６ 

㎜
）
に
で
き
る
風
船
の
よ
う
な
ふ
く

ら
み
を
脳
動
脈
瘤
と
い
い
ま
す
。

瘤
の
で
き
る
理
由
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
高
血
圧
、
血
管
壁
へ

の
ス
ト
レ
ス
や
喫
煙
、
遺
伝
な
ど
に

よ
る
動
脈
壁
の
脆
弱
性
に
関
連
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
人

の
２
～
６
％
に
瘤
が
発
見
さ
れ
、

最
近
で
は
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
検
査

を
う
け
た
り
、
脳
ド
ッ
ク
を
う
け

た
り
し
て
偶
然
見
つ
か
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

脳
動
脈
瘤
は
脳
の
底
部
の
血
管

（
図
１
：
ウ
ィ
ル
ス
輪
と
い
い
ま
す
）

の
分
岐
部
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
、

中
大
脳
動
脈
、
内
頚
動
脈
、
前

交
通
動
脈
、
脳
底
動
脈
な
ど
が
代

表
的
な
発
生
部
位
で
す
。
大
き
さ

は
径
２
ミ
リ
程
度
の
小
さ
な
も
の
か

ら
25
ミ
リ
以
上
の
も
の
ま
で
ま
ち
ま

ち
で
す
が
、
75
％
以
上
は
10
ミ
リ

未
満
の
大
き
さ
で
す
。

　

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
症
状
を
出

し
ま
せ
ん
が
、
一
度
破
裂
す
る
と

ク
モ
膜
下
出
血
を
き
た
し
ま
す
。

ク
モ
膜
下
出
血
は
50
％
く
ら
い
の
患

者
さ
ん
が
死
亡
も
し
く
は
寝
た
き

り
状
態
と
な
る
大
変
重
篤
な
病
気

で
す
。
破
裂
後
元
の
生
活
に
戻
れ

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り

発
⽣
す
る
脳
動
脈
瘤

る
方
は
僅
か
に
20
％
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
変
予
後
の
悪
い
ク

モ
膜
下
出
血
で
す
の
で
、
破
裂
す

る
前
に
処
理
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の

で
は
？
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
出
血
率
は
瘤

の
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

総
合
す
る
と
年
０
．
５
～
３
％
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
い
瘤
、
後

方
循
環
、
形
が
い
び
つ
、
多
発
性
、

ま
た
喫
煙
者
、
高
血
圧
患
者
、

高
齢
者
は
破
裂
率
が
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

　

で
は
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
が
み
つ

か
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
？

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
脳
動
脈
瘤
の

治
療
は
、
Ａ 

慎
重
に
経
過
を
追
う

と
い
う
方
法
、　

Ｂ 

開
頭
に
よ
る
ク

リ
ッ
ピ
ン
グ
術
、　

Ｃ  

血
管
内
手
術

（コ
イ
ル
塞
栓
術
・
ス
テ
ン
ト
）
で
す
。

破
裂
し
や
す
い
脳
動
脈
瘤

に
は
迅
速
な
対
応
が
必
要

　

Ａ 

の
経
過
を
追
う
場
合
、
瘤
が

拡
大
し
破
裂
し
た
り
、
ま
た
脳

・

神
経
の
圧
迫
を
き
た
し
て
障
害
を

き
た
す
場
合
も
あ
る
の
で
慎
重
な

経
過
観
察
が
必
要
で
す
。
瘤
の
大

き
く
な
る
率
や
頻
度
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
低
半
年
か

ら
１
年
毎
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
を
撮
影

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
万

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
が
見
つ
か
っ
た
ら
？

脳神経外科 特集 Vol.４

神
鋼
病
院
で
は
９
⽉
か
ら
最
新
式
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
脳
⾎
管
撮
影
装
置
を
導
⼊
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

図６ コイル塞栓術

図４ 開頭クリッピング術
チタン製のクリップで挟んで潰します。

図５ 脳溝を割って、動脈瘤を露出し
ます。瘤の表⾯は薄く、⾎液の⾚い流
れが透けて⾒えます。

図３
くも膜下出⾎のCT

図２
脳動脈瘤の⾎管造影

が
一
症
状
が
出
て
き
た
場
合
は
、

極
め
て
破
裂
し
や
す
い
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
す
。

　

未
破
裂
動
脈
瘤
の
手
術
適
応
は

年
齢

・
健
康
状
態
な
ど
の
患
者
の

背
景
因
子
、
動
脈
瘤
の
サ
イ
ズ
・

部
位

・
形
状
、
お
よ
び
施
設
や
術

者
の
治
療
成
績
を
勘
案
し
て
検
討

し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
原
則
と
し
て

患
者
の
余
命
が
10
～
15
年
以
上
あ

る
場
合
で
、
①
５
～
７
ミ
リ
以
上
、

②
上
記
未
満
で
あ
っ
て
も
、
Ａ 

症
候

性
の
脳
動
脈
瘤
、
Ｂ 

後
方
循
環

・

前
交
通
動
脈

・
内
頚
動
脈-

後
交

通

動

脈

部

の
脳

動

脈

瘤
、
Ｃ 

D
o
m

e/
n
eck asp

ect

比
が
大
き
い
・

不
整
形

・
ブ
レ
ブ

（
瘤
の
一
部
が

更
に
膨
れ
て
い
る
部
分
）
を
有
す

る
脳
動
脈
瘤
に
対
し
て
は
積
極
的

に
治
療
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
発
表
さ
れ
た
日
本

人
独
自
の
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
研
究

U
C

A
S
 Jap

an

に
お
い
て
、
全
体
の

破
裂
率
は
年
０
．
９
５
％
、
大
き
な

動
脈
瘤
ほ
ど
破
裂
の
危
険
性
が
高

く
、
特
に
７
ミ
リ
以
上
で
は
年
破

裂
率
３
％
以
上
、
前
交
通
動
脈

・

内
頚
動
脈
－
後
交
通
動
脈
分
岐
部

動
脈
瘤
は
中
大
脳
動
脈
瘤
の
２
倍

の
破
裂
率
で
比
較
的
小
さ
な
も
の

で
も
破
裂
率
は
年
０
．
５
％
以
上
、

不

正

な

突

出

(b
leb

ま

た

は

d
au

gh
ter sac)

の
あ
る
動
脈
瘤
は

約
１
．
６
倍
の
破
裂
率
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
治
療
法
と

し
て
開
頭
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
、
血
管

内
手
術

（コ
イ
ル
塞
栓
術
）
い
ず
れ

を
選
択
す
べ
き
か
の
明
確
な
エ
ビ
デ

ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

頭
を
切
ら
ず
に
止
血
す
る
コ
イ
ル

19:嗅球

1:内頚動脈

4:内⼤脳動脈MCA3:全交通動脈
  Acomm

20:視神経交叉

5:前脈絡叢動脈 

41:動眼神経

18:後交通動脈
  Poomm

8:後⼤脳動脈PCA
9:上⼩脳動脈

28:顔⾯神経

16:前下⼩脳動脈
  AICA

13:後下⼩脳動脈
  PICA12:

椎⾻動脈VA

17:迷路動脈

⼤きいもの（7mm 以上）
後⽅の瘤（脳底動脈瘤､内頸動脈 - 後交通動脈瘤）、
中央よりの瘤（前交通動脈瘤、脳底動脈瘤）など
不規則な形のもの、ブレブを伴うもの、ドームとネッ
クの⽐（瘤の⻑さ / ⾸の⻑さ）、瘤サイズと⺟⾎管の
⽐（瘤の⻑さ / 発⽣している⾎管径）の⼤きいもの
複数あるもの
⾼⾎圧、多発性嚢胞腎症、喫煙
くも膜下出⾎をきたした瘤に合併したもの
家族（特に同朋；兄弟姉妹）にくも膜下出⾎患者さん
のいる家系

⼤ き さ
部   位

形   状

数
病 気 ・ 習 慣
くも膜出⾎の有無
家 族 歴

表1 破裂しやすいと考えられる未破裂脳動脈瘤

塞
栓
術
に
比
べ
る
と
、
開
頭
手
術

は
体
へ
の
負
担
は
大
き
い
と
言
え
ま

す
が
、
実
際
に
瘤
を
露
出
し
て
処

理
す
る
た
め
複
雑
な
形
の
瘤
も
確

実
に
処
理
で
き
、
周
辺
血
管

・
神

経
な
ど
も
確
実
に
温
存
し
て
瘤
だ

け
を
潰
せ
ま
す
。
ま
た
瘤
の
入
口

を
ク
リ
ッ
プ
で
確
実
に
挟
ん
で
潰
す

た
め
再
発
や
再
増
大
は
少
な
く
、

根
治
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
コ
イ
ル
塞
栓
術
は
頭
を
切
ら

ず
に
直
せ
ま
す
の
で
、
体
へ
の
負
担

は
非
常
に
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

最
近
で
は
コ
イ
ル
自
体
も
進
歩
し
、

ま
た
ス
テ
ン
ト
や
バ
ル
ー
ン
を
使
っ
て

よ
り
安
全
に
コ
イ
ル
を
詰
め
る
技
術

も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
技

術
の
進
歩
と
医
療
の
進
歩
が
ま
す

ま
す
期
待
で
き
る
治
療
で
す
。
た

だ
し
コ
イ
ル
塞
栓
術
は
動
脈
瘤
の
中

を
コ
イ
ル
で
パ
ッ
ク
す
る
だ
け
な
の

で
、
隙
間
か
ら
再
び
血
液
が
入
り

瘤
が
再
発
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
ど
ち
ら
の
治
療
に
も
一

長
一
短
が
あ
り
ま
す
。

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
治
療

図１ ウィルス動脈輪 （動脈瘤のできやすい場所）

ど
の
よ
う
な
治
療
に
も
合
併
症
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
開
頭
術
ク

リ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
合
併
症
と
し

て
、
脳
内
出
血
や
、
血
管
の
閉
塞

に
よ
る
脳
梗
塞
、
手
術
中
の
脳
の

損
傷
、
感
染
症
、
痙
攣
や
美
容

上
の
問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
重
篤
な
合
併
症
は
５
％
程
度
、

死
亡
す
る
可
能
性
は
１
％
程
度
で

す
。
脳
動
脈
瘤
の
血
管
内
治
療
の

合
併
症
は
、
コ
イ
ル
の
逸
脱
や
手

技
中
の
血
管
閉
塞
、
瘤
の
破
裂
、

血
腫
の
形
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
重
篤
な
合
併
症
は
５
％
程
度

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
可
能
な
も
の
は
全
て
コ

イ
ル
塞
栓
術
で
治
療
す
る
方
針
で

す
。
現
在
脳
血
管
内
治
療
専
門

医
が
２
名
在
籍
し
て
お
り
、
ス
テ
ン

ト
を
含
め
た
ほ
ぼ
全
て
の
種
類
の
血

管
内
治
療
の
実
施
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
２
年
９
月
よ
り
最

神
鋼
病
院
脳
神
経
外
科
の

治
療
⽅
針
に
つ
い
て

新
式
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
脳
血
管
撮
影
装
置
が

導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

治
療
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
治
療
の
際
は
血
管
内
治
療
の
全

国
屈
指
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
神
戸

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院　

脳
神
経
外
科　

部
長
坂
井
信

幸
先
生
及
び
ス
タ
ッ
フ
に
来
て
い
た

だ
き
、
両
施
設
で
連
携
し
て
治
療

方
針
の
決
定
、
実
際
の
血
管
内
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
コ
イ
ル
の
方
が
危
険
あ
る
い
は
再

発
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
開
頭
手
術
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

　

治
療
方
針
に
関
し
て
は
、
十
分

に
主
治
医
と
相
談
し
て
、
治
療
の

目
的
と
危
険
性
に
つ
い
て
よ
く
理
解

し
て
、
ご
自
身
の
生
き
方
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
決
定
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
ま
た
担
当
医
の
説

明
で
は
決
め
か
ね
る
場
合
に
は
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
も
積
極
的
に
利
用

し
て
下
さ
い
。


